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第４回 膵疾患に対する検査と疾患の基本知識 正解と解説  

 

テキスト修正・訂正  

9 ページ 最終行 EUS-FNA→EUS-FNA（超音波内視鏡下穿刺吸引法）  

10 ページ 下から 3 行目 seeding→播種（ seeding）  

22 ページ 下から 2 行目 吸啜反射→吸啜（きゅうてつ）反射  

36 ページ 下から 4 行目 CN IX→CN（脳神経） IX 

54 ページ 上から 3 つ目（CC の解説） 「コース運営担当者」を追加  

54 ページ 上から４つ目（CD の解説） 「コース担当責任者」を追加  

54 ページ 下から３つ目（GERD の解説） Gastroesophageal reflux disease と

する  

55 ページ 上から６つ目（PaO2 の解説）Toor→Torr 

56 ページ 上から４つ目（VE の解説）Video fluoroscopic evaluation of  

swallowing→  Video endoscopic evaluation of swallowing 

56 ページ 上から 5 つ目（VF の解説）Video endoscopic evaluation of  

swallowing→  Video fluoroscopic evaluation of swallowing 

57 ページ 下から 3 つ目（ネクロセクトミーの解説） 医療主義→医療手技  

 

A1   （２）   

＊膵臓は、十二指腸側から頭部・体部・尾部に分けられる。 

A2   （２）  

＊アミラーゼ、リパーゼ、トリプシノーゲンは、それぞれ炭水化物、脂質、タンパク質

を分解する。  

A3   （３）  

＊膵臓の内分泌細胞の一つ、δ細胞は、ソマトスタチンを分泌し、インスリンやグルカ

ゴンの分泌を調節したり、消化液の分泌を抑制したりする。 

A4   （１）  

＊血液検査では膵酵素（アミラーゼ、リパーゼ、トリプシノーゲン）などがあり、急性

膵炎では高値を示す他、尿中アミラーゼなども上昇する。 

A5   （3）  

＊膵臓の精査目的に CT を行う場合は、造影剤アレルギーや腎障害などの禁忌がない場

合には造影 CT を行う必要がある。  

A6   （4）  

＊CT や MRI 検査と比較しても空間分解能が優れていることから、EUS は膵臓の小腫瘤

の検出感度が高い。 

A7   （4）  

＊ERCP 後膵炎を 5%程度に合併することがあるため、注意が必要である。  

A8   （2）  

＊原因は、男性ではアルコール性、女性では胆石性が多いが、原因が明らかでない特発性

膵炎も少なくない。 
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A9   （3）  

＊治療は、積極的輸液である。以前は蛋白分解酵素薬・抗菌薬も使用されていたが、最近

のエビデンスではその有用性は明らかでないことが示されている。  

A10   （3）  

＊保存的治療で軽快することも多いが、感染を合併した場合にはドレナージなど侵襲的

治療が必要となり、４週前後で被包化されるのを待った後に治療を行う。  

A11   （4）  

＊極端な脂肪制限は栄養状態の悪化のみならず骨粗しょう症のリスクとなることが知ら

れており、慢性膵炎患者では定期的な骨密度検査が行われる。  

A12   （1）  

＊膵癌の危険因子であるため、定期的な画像検査による経過観察も重要である。  

A13   （1）  

＊画像所見としては膵腫大を認めるほか、血液検査では IgG4 の上昇を認める。  

A14   （2）  

＊早期診断が難しく、かつ術後も再発が多いため、５年生存率が 10%前後と予後不良で

ある。 

A15   （3）  

＊インスリノーマが最も多く、インスリンの過剰産生により低血糖を呈するため、古典

的には Whipple の三徴（空腹時の意識消失発作、発作時低血糖、  ブドウ糖投与による

症状改善）を認める。  

A16   （4）  

＊MCN は女性の膵体尾部に発生する単発の病変であり、病理学的には卵巣様間質が特

徴的な所見である。  

A17   （4）  

＊新生児や乳児では、反射的嚥下が生命維持において重要であり、喉頭の高位配置が哺

乳時の誤嚥防御を強化する。具体的には、喉頭が成人より高い位置にあることで、喉頭

蓋と軟口蓋が接近し、哺乳時に気道と食道をほぼ分離する構造を形成するため、液体が

咽頭を通過しても気道への流入を防ぎやすくなる。  

A18   （1）  

＊新生児・乳児は成人に比べて舌が口腔容積に対して大きく、舌運動の自由度が低い。そ

のため、食塊形成は未熟で、主に液体を吸啜し嚥下する機構に特化している。  

A19   （1）  

＊学校環境衛生基準では「教室等の環境に係る」基準の内、照度検査は「採光及び照明」、

騒音レベルは「騒音」として位置づけられている。  

A20   （1）  

＊災害医療認定薬剤師は、災害時における薬剤師の役割や行動を体系的に理解し、指揮

や調整を担うリーダー的な存在である。 


